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はじめに

１ 研究の経緯

２ コミュニケーション能力の育成に関するQ&A



 
 

 

１ 研究の背景と目的 

  中央教育審議会答申（Ｈ20.1）では、児童生徒が他者とのコミュニケーションをと

れなかったり、他者との関係において容易にキレたりすることの一因として、自分や他

者の感情や思いを表現したり、受け止めたりする語彙や表現力が乏しいことが指摘され

ています。 

 

  また、近年いわゆる「中１ギャップ」や「高１クライシス」の問題が生徒指導上の課

題となっており、これらの問題の背景には、人間関係を形成するコミュニケーション能

力の不足があることが指摘されています。 

 

  当研究所に寄せられる電話やメールによる相談においても、児童生徒本人からの相談

は、友人関係や親子関係など、人との関わりに起因するものが多く、人間関係を適切に

築けないことに悩んでいる児童生徒の姿が伺われます。 

 

  このような児童生徒の現状を踏まえ、本研究では、児童生徒に、他者や社会などとの

関わりの中で、人と共に生きる自分への自信をもたせることが必要であると考え、児童

生徒の望ましい人間関係の育成に資することを目的に、児童生徒のコミュニケーション

能力の育成に関する研究を行うこととしました。 

 

２ 研究の概要 

研究の内容 

 

○ 先行研究等を参考にし、発達の段階に応じて身に付けさせたい児童生

徒のコミュニケーション能力を整理する。 

○ コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解する校内研修プ

ログラムを作成する。 

○ 児童生徒のコミュニケーション能力を育成する学習プログラムを作

成する。 

 

 

 

 
 

研究の方法 

 

 

 

 

 

○ 学習指導要領等を踏まえ、児童生徒のコミュニケーション能力を発達

の段階ごとに整理する。 

○ コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解する校内研修プ

ログラムや、児童生徒のコミュニケーション能力を育成する学習プログ

ラムを作成、実践し、その結果を検証する。 

○ 校内研修プログラム及び学習プログラム実施後の児童生徒及び教師

の変容を分析し、作成した両プログラムを検証する。 

 

研 究 の 経 緯  
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期待される

研究効果 

 

○ 各学校において、校内研修プログラムを活用した校内研修を実施する

ことにより、コミュニケーション能力の育成に資する手法を生かした児

童生徒の望ましい人間関係を形成する指導の充実が期待できる。 

○ 各学校において、学習プログラムを計画的、効果的に活用することに

より、日常の教育活動における児童生徒の望ましい人間関係を形成する

指導の充実が期待できる。 

 

年次計画 

 

○ 平成 23 年度（1 年次） 

・発達の段階に応じて身に付けさせたい 

児童生徒のコミュニケーション能力の 

整理 

・コミュニケーション能力の育成に資す 

る手法を理解する校内研修プログラム 

の作成 

・児童生徒のコミュニケーション能力を 

育成する学習プログラムの作成 

・道内外における取組の情報収集 

○ 平成 24 年度（2 年次） 

・研究協力校における実践検証 

・検証結果に基づく校内研修プログラム 

及び学習プログラムの改善 

・研究報告書の作成と研究成果の普及 

 

 

 

３ 研究協力校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当別町立西当別小学校 

当別町立当別中学校 

当別町立西当別中学校 

北海道札幌月寒高等学校〈定時制〉 
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Ｑ コミュニケーション能力を身に付けた児童生徒像として、どのよ

うな姿を目指しているのですか。 
 

Ａ 本研究では、目指す児童生徒像を次のように設定しました。 

 

 

 

 

国語、道徳、特別活動の目標等で示されている能力 

や、キャリア教育で育成を図ろうとする能力などから、 

児童生徒が自分自身や他者について理解し、主体的に 

行動できるようになることが大切だと考えました。 

 

 

 

Ｑ コミュニケーション能力をどのようにとらえているのですか。 

 

Ａ 本研究では、次の５つの力をコミュニケーション能力としてとら

えました。 

 

 

 

 

 

 

 
目指す児童生徒像として設定した「自分自身の可能性を肯定的に認識し、主体

的に行動する児童生徒」、「他者の考えや立場を理解し、協働する児童生徒」を育

てるために必要であると考えられる、コミュニケーションに関わる諸能力を５つ

に分類しました。 

これらをさらに、発達の段階に応じて、具体の姿として一覧に整理しました。 

 

◎ 自分自身の可能性を肯定的に認識し、主体的に行動する児童生徒 

◎ 他者の考えや立場を理解し、協働する児童生徒 

コミュニケーション能力の育成に関するＱ＆Ａ 

 
 

 

「自分の役割を果たす力」 

「前向きに考える力」 

「自分自身や他者を理解する力」 

「他者に働きかける力」 

「話す力・聞く力」 
 

Ⅱ章―１「身に付けさせたいコミュニケーション能力の分析」を御覧ください 
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Ｑ 児童生徒のコミュニケーション能力を育成する指導の充実を図

るために、どのような校内研修が効果的ですか。 

 

Ａ 教育相談の手法や児童生徒への教育相談的な関わり方を理解す

ることが有効です。 

 

児童生徒のコミュニケーション能力を育成するに当たっては、児童生徒への関わ

り方の基本として、教育相談の手法や、教育相談的な関わり方を理解しておく必要

があります。 

そこで、教育相談の代表的な手法である「構成的グループエンカウンター」、「ピ

ア・サポート」、「アサーショントレーニング」に関する校内研修の進め方の例を、

「校内研修プログラム」として示しました。 
 

   

 

 

 

 

 

Ｑ 児童生徒のコミュニケーション能力を育成するために、どのよう

な指導をすればよいのですか。 

 

Ａ コミュニケーション能力を高めるという視点で、日々の授業を充

実させていくことが大切です。 
 

    学習指導において、児童生徒のよいところを積極的に評価して声かけしたり、児

童生徒が互いに認め合う場面を設けたりするなど、教師の働きかけを工夫すること

によって、教師と児童生徒や児童生徒同士の信頼関係が深まり、児童生徒のコミュ

ニケーション能力の向上をより促すことができると考えます。 

    そこで、コミュニケーション能力の育成に向けた教師の指導のポイントを明らか

にした指導の具体例を、「学習プログラム」として示しました。例示した指導のポイ

ントは、他校種や他学年における指導及び他の教科・領域等の指導にも応用するこ

とができます。 

 

  

Ⅱ章－３「コミュニケーション能力を育成する指導の工夫」を御覧ください 

Ⅱ章－２「コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解する校内研修」

を御覧ください 
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Ｑ 児童生徒のコミュニケーション能力の傾向を把握する方法はあり

ますか。 

 

Ａ 本研究では、子ども理解支援ツール「ほっと」を活用しています。 

 
   本研究では、研究協力校における実践結果を分析する方法の一つとして、子ども理

解支援ツール「ほっと」を活用しています。 

   「ほっと」は、北海道教育委員会と北海道医療大学が共同で開発した児童生徒のコミュ

ニケーションの実態を測定することができるツールです。 

   「ほっと」では、先行研究から見出されたコミュニケーションに関する13の要素に

対し、児童生徒の発達の段階に応じて、その到達度を見取る質問項目が設定されてい

ます。 

 

 

   【コミュニケーションに関する13要素と「ほっと」のアンケート項目（小学校高学年の例）】 

 

（北海道教育委員会・北海道医療大学 「ほっと」を使おう！小・中学校用） 
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